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19世紀後半のフランスにおける日本陶磁器コレクションの形成

Japanese Ceramics Collections in France in the Second Half of the Nineteenth Century 

今井祐子 Yuko lmai 

概要

19世紀後半のジャポニスムの時代には、フランスでも種

類豊富な日本開諺器が普及し、 大規棋なコレクションが形

成されるようになった。当時めコレクションの形成タイプにつ

いては、筆者が調べたところによると、同趣蜘ら出発し

たもの、陶磁器研究から出発したもの、日本町諺器の特定

の要素に執着したもの、以上の3てのタイプにブ司|代きる。

そして、これらの形成タイプには、19世紀市民社会の変化

の諸相が反映されているO

これまでの研究では、この時代のコレクション形成の目的

や役割に主眼を置いたものは殆ど、なかったと言ってよい。

また、当時の収集活動について、その社会的傾向や意義

が論じられることもなかったO ヰヰ高は、これらの観有ぬもア

プロ ーチする新しい試みである O

キーワード:物質文化、 ジャポニスム、コレクション、陶磁量、

フランス

Abstract 

Under the influence of Japonisme in the second half of 

the nineteenth century， various kinds of Japanese 

ceramics were popu1arized and massive1y collected in 

France. Although many articles dea1t with this topic， 

a1most no systematic works have been done in respect 

of the initiative purposes and ro1es p1ayed in the 

society. According ωthe author's view， Japanese 

ceramics collections in France should be ana1yzed 

based on socio・cultura1investigation. 

In this紅白1ethe author first classified the then 

collections into three categories: exoticism -based 

collections， academically oriented collections and 

collections of limited types of ceramics with very 

specific tastes. Second， the three types of collections 

were discussed in terms of the socia1 environment. 

Keywords: Matθ'rial Cultw玖 Japonismθフ Co11θction，

Ceramics， France 

はじめに

1858年の日仏修好通商条約の調印により、日本の文物は

それまで以上に数多くフランスペ度った。さらに、1867佳

1878年のノミリ万国博覧会では、強く 日本を印象づけるよう

な形で日本の美術工芸品が展示・販売され、やがてその収

集と研究がフランスで、街つれるようになったO 材高では、日

本の美術工芸品の中でも当時最も大量に海を渡った陶磁

器を取り上げ、そのフランスにおける普及、および収集活動

を見てして O

19世紀後半のジャポニスムの流行下で、異国的要素を熱

狂的に求めるフランス人に受容された日本町端は、きわ

めて幅が広い。19世紀前半まで、日本陶磁器としてフラン

スで一般に知られていたのは、古伊万里や柿右衛門様式

の磁器で、あった。しかし、 世紀後半には日本各地で生産さ

れた様々な陶磁器が理解され、産地別の分類や、数寄を

凝らした茶皆コ射っし、が楽しまれるようになったO この収集

品に見る種類の豊富さに関しては、日本国内の窯業の興隆

や陶磁器輸出量の拡大、万博とし1う大規横注市場の誕生な

どが開系しており 、以上の観的もはこれまでいくつかの

研究報告がなされている しかし、 こう した環境下でのコレ

クション形成に、どのような目的や役割があったのかについ

ては、未だ纏まった報告がない。材高は、まさにこの点を問

うものである O

以下では先ず、比較対象となり筋 1下18世紀の王侯貴

族による日本の輸出磁器収集と、19世紀の収集家の活動

基盤となった当時の社会環境を概観する O 当時の社会環境

としては、日本!翻諺器の普及に寄与したノミリ万博の展示状

況日本陶磁器の需要を促した明治政府の貿易振興策が

最〉重要親できる。よって、これらを通して19世紀後半のフ

ランスにおける 日本町端の伝播の過程を確認する O そし

て次に、このような社会環境と関わる中で生まれた日本陶

磁砕レクションについて、その形成目的と得佐見てし1き

たい。
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1. 1 9世紀前半までの日本陶磁器の普及状況

ヨーロッパに中国や日本の磁器が盛んに輸出された時期

としては、オランダ東インド会出世耕句な貿易ネットワー

クを築いた 1下 18世紀がある。このH寺代の東洋磁器大量輸

出の背景には、ヨーロッパの王侯貴族の間で、流行した東洋

磁脚コ収集があった(17世紀末功も 18世紹j闘が、フラ

ンスでもルイ 14出 1638-171民在位 1643-1715)が多数

の東洋磁器を収集していたことが知られてしもベノレサイ

ユ宮殿にポースレン・ルームを整備したこの王は、 1673年

の時点で約 700点の東洋磁器を収集していたとされ、それ

らは王の重要な収集品となっていた。

この頃のヨーロッパで、中国や日本の磁器が珍重された理

由としては、第 1にその堅牢さや素地の薄さ、半透明感に

見られる高度な梯I-r、第 2にそのデザインのもつ異国的要
素が挙げられる。そして、この学ぶべき対象であり、宝石同

様に貴重に扱われた東洋磁器の魅力は、ヨーロツノミで、の硬

磁製造研究を導き、 18世紀初期には、硬磁製造に不可欠

な原料であるカオリン(白陶却の布切ミドイツで知られるよ

うになったまた、 18世紀のヨーロッパで、は茶の人気が高

まっていたため、ヨーロッパ各地の製陶業者は茶器の製造

を巡って跡、合った。こうして18世紀のヨーロツノミでは硬磁

の製自ノ刷林立し、その際、脳去としてドイツから流出した

硬磁生産のt訴I-rと共に日本の「柿右衛門様式」のデザイン
が各地に伝わったO 生産量や質の向上を成し遂げたヨーロ

ツノ苛瀦嵩土、 18世紀末には東洋の製品をヨーロッパ市場か

ら追い出すに至ったが、「柿右衛門様式lの影響は 19世紀

に入ってからも依然として存続した。

フランスでも、 1768年のカオリン発見以降に本格的な磁

器生産が始まってしもが、「村祐樟F鳴与にJ~こつしては、と

りわけシャンティイー窯でその模倣作品が盛んに製造され

た。ブツレボン家のコンデ公によって開設されたこの工房で

は、公によって収集された柿右衛門様式の東洋磁酔レク

ションに基づいて、その模作が命じられたようである O

2.1867年パリ万博一一需要の第 1段階

日 18世紀の東洋磁器収集は、特権附戎の一角で行われ

ていたにすぎなし 1。しかし、 19世紀後半には、 一般の市民

階級の人々の間でも日本陶磁器が収集されていた。1867

年 8月から 1868年 3月まで駐仏大使としてパリに滞在した

栗本鋤雲が伝えるところによると5、この時期のノミリの人々は

日本の漆器を愛好し、.l2品が家の客聞に並べられていた

ようであるまた、 1872年に東本願寺の現如上人に随行し

てパリを訪れた成島柳jヒも、当時のノミリの人々が所蔵して

いた日本の掛勿として、漆器、陶器、錨告を列挙してしも

このことから、 1870年代前半までには、 一部ではあるがフラ

ンス家庭には既に日本の工芸品が入り始め、その中に陶慈

若礼含まれていたことが分かるとは言え、この時期に日本

の工芸品を入手する機会はそう多くはなく、また容易でもな

かったO なぜなら、この頃日本を訪れることが可能であった

のは外交官等の限られた人々であり、 1867年以降立て続

けに日本を訪れて美術工芸品を購入したのも、ジャポニスト

と呼ばhる一部のフランス人のみで、あったからである。また、

1873年以前は日本の貿易はまだ拡大傾向にはなく、輸出

量も比較的少なかったO この頃に一般のフランス人が日本

の工芸品を入手する場としては、 1860年代初頭にパリで開

庖した極東期初庖があったO しかし、より多くの工芸品と

出会うとしち点芝、は、 1867年開催のノザ万博が当時最も有

力な場で、あったに違いない。では、この万博の展示状況は

どのようであったのだろうか。

日本からこの万博へ出品された物品の多くは工芸品と農

林産物であり、御11幕府からは187箱、佐賀藩と薩摩郡も

はそれぞれ 506箱、江戸の薬商人・瑞穂屋清水卯三郎

( 1832-7$からは 157箱の合計L356箱の船荷が送られ

たそして日本の工芸品の殆どは、シャン・ド・マルス会場

の中央に建設された巨大な楕円形の産業宮(Palais de 

l'Industri~ の中にあるギャラリーに展示された。 ここでの展

示で注目すべき点は、幕府のそれ左上回る大きな薩摩藩の

展示スペースで薩摩焼が人気を得ていたことと、焼物の名

産地である佐賀藩の出品物の殆どが陶磁器で占められて

いたことである。またその他にも、江戸幕府や瑞穂屋清水

卯三郎から日本各地の陶磁器が出品された。

図l 久富与次兵衛目保が扱った「蔵春亭三保造j

入りの肥前磁器
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佐賀藩出品の陶諺器は、皿や茶碗・鉢とし1った比較的小

さなH用飲食器が多かったO この出品には、当時佐賀藩主

より認可を得て陶諺器輸出を行っていた有田・中野原の久

富与次兵衛昌保が関わってし史可能↑生が高く、(図 Dのよ

うな陶磁器が展示されたものと思われる10 しかし、会期中

の佐賀藩出品物の販売状況は、花瓶の売れ行きが好調な

反面、皿や茶碗の類ははかばかしくなく、全体では 100箱

程が売れただけで、あった11 この万博への日本の出品に関

しては、フランスイ勝も「日マなものJr一如コ樹白「展示効

果のための演出Jなどの詳系Vょ指導・助言が事前にあった12

久富与次兵衛昌保がこの当時扱っていた品の中には、高さ

61センチメートルの花瓶も荷主するため、この時の佐賀藩

からの出品中には、幾つかの比較的大きな花瓶が含まれ

ていた可能性はある O

薩摩藩からの出品物については、ロンドンのサウス・ケン

ジントン開姐官(現ヴィクトリア・アンド・アノνミート開姐白の

購入品(150点以上を購入)から、当時乃様子を窺うことがで

きる。この博槻官が直接日本の作品を購入した万国博覧会

は、 1867年のノミリ万博が初めてである 13 その殆どは薩摩

藩からの購入であるが、その中には金系均三施された比較的

大きな薩摩焼の花瓶も含まれている(図 2)1¥ 

これらの事実からは、欧米人の趣向に合わせた明治輸出

陶議皆コ特色である「大作主義lと「灘伝品剰が、 1867年

の時点ですでに顔を見せ始めていたことが分かる O またこ

の他には、 gs殻(coquille dα!'lffと呼ばれる薄く光を透かす

磁器が珍重されたとする報告もある15 英国人のジョージ二

アシュダ、ウン・オ一刻jー(George-Ashdown Audsley， 1838 

-1925)とジェームズ、二ロ→ご・ボウズ(Jarnes-Lord Bowe~ 

1834-1899が著した『日新コ陶器』の序文では、この 1867

年パリ万博で展示された美しく斬新な品々を通して、初め

て人々が日本陶器に注目してしりたことが言及されている

が、この証言は、この万博での日本陶磁器の展示がヨーロ

ッパ人にとってかなり東嶋始守であったことを物語ってしも16

またゴンクール兄弟も、この万博で展示された日本陶磁器

の精綴な細工を見てそれ左絶賛しており、彼らは 1年後に

購入するオートゥイユの家に数多くの日本陶磁器を収集し

始めた。

以上のようなことから、どうそら 1867年ノミリ万博での好印

象が、その後の日本町慈器への高い関心を導いたようであ

る。一般の市民附戎の人々にも日本陶磁器の珪鮮を促した

点にこの万博の意義があり、ここにおいて日本の陶診器は、

ジャポニスム時代における需要の第 1関暗を迎えたと言え

る。そして、このような状況に敏感に同志したのが、明治政

府であった。

図21867年パリ万博に出品された薩摩焼

(左側の色絵藤文花瓶)

3. 日本の貿易振興策一一陶磁器需要の促進

ジャポニスムの流行には、当時のフランス側の主体的に

摂取する態度が重要であることは否めなし立は言え、それ

に乗じて、あるいはそれを煽る形で行動した明治吻守の活

動も無視できない。ジャポニスムの流行に乗じた日本側の

貿易振興策とはどのようなもので、あったのだ、ろうか。ここで

は、その工芸品に関する例を見てみたい。

19世紀後半は、フランスに限らず日本でも、臨海産業が

輸出と結びつくことで活況を呈していた。とりわけ内務省が

成立した 1873年(明台6年)以降は、明治吻守が積極的な

貿易振興策を打ち出したことによって、日;材旬磁皆コヨーロ

ッパ向け輸出量は大幅に拡大してしも 17 またこの時期は、

日本の工芸品創投(断諺器、漆器、七宝、金工、染織が、

明治政府によって重要輸出品として取り扱われており、そ

の理由としては、日本の工業化の遅れと国際競争力の{段、

日本の工芸品に対する欧米側の高い評価が挙げられる O

産業革命を経た欧米の工業製品に太刀打ちできない当時

の日本にとって、手工芸品は輸出量増大が期待できる有力

商品だったので、あり、折しもヨーロッパで興隆していたジャ

ポニスムの流行は、日本の工芸品の需要を引き上げた。こ

うした状況下で輸出拡大を目指した明治吻守は、欧米人の

噌好の研究を奨励し、その噌好を日本の工芸品に反映させ

ようと努めた18 そして、その際に重要な役割を果たしたの

が、『温知図録~ (図 3)で、あった。
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図3 W温知図録』所収の精磁社図案

『温夫極陸剥(全84冊，明治9年から 14年の聞に編纂

は、万国博覧会や国際見本市などで、のマーケットリサーチ

を基に、明治馴守によって編纂された工芸品のための意匠

および図案の図録である 19 政府はこれに基づし 1て、自ら

全国の地場産業で生産される工芸品の意匠や図案を指導

したが、陶磁器もその例外で、はなかった。

明治期の陶磁産業は、江戸時代後期からの庶民生活の

向上により需要が急増したことや、製造上の様々なt鮒t革
新がなされたことにより興隆した20 全国各地に新たな窯業

地が誕生して、産業化と量産化に成功した陶磁産業は、当

時の花形産業として特異な性格を有していたと言える。明

治前半(1880年代まで)には、イギリスヰワランスを主旨市

場として日本!報誌器が輸出され、それらには南画、および

円山・四条派をベースとした純日本的図柄が用しもれた。

そして、こうした明治吻初コ指導の下に用しもれた図柄は、

諸外国に日本をアピールすることに寄与した。

図4 ボン・マルシェ百貨庖の新館に設けられた

日本陶磁器の陳列室 ( 1880年)

また、以上のような日本側の戦略が顕著になる 1870年代

後半以降は，フランスでの本格的な大量消費社会の到来と

相侯って、日本!翻諺器の普及が飛躍的に進んだ。パリの百

貨庖における陳列室の記録からは、当時の様子が窺われ

て興味深し¥(図 4) 0 

4.1878年パリ万博一一需要の第 2段階

次に、明治政府の目論みが反映された日本陶磁器の輸

出が、具体的にどのような反響を得ていたのかを見てみた

い。断トでの日本の文物の反応を見るための手立てとして

は当時、領事による商業報告や海外試送もあったが、最も

有力な手段で、あったのは万国博覧会である21 陶磁器に限

って言えば、パリでは先の 1867年万博以上に 1878年の万

博が極めて重要な役割を果たしてしも O 後者の万博を重要

視する理由は，この博覧会に出品された日本陶磁器の数と

種類が著しく豊富であり、またそれら出品物がマティエール

吋コ関批引く期幾となったからで、あるo 1873年のウィーン

万博における日本の文物への予想を上回る人気が、その

後、日本と欧米の双方をして日本趣味の製品をイ乍ることを

促したが、その状況が大規模に展開されたのが1878年ノり

万博で、あったo 2，610万人の入場者数を記録したこの万博

は、ジャポニスム・ブームの絶I号明に開崖されたこともあっ

て、人々は優れた日本の美術工芸品を見ようと大きな期待

を寄せたのである O

ジャポニスムの観点からこの万博に出品された陶磁器を

整理すると、 3つのグループ。に大別できる O 第1のグループ。

は、同時代に日本側で生産された日本の絵画的意匠を採

用した!蹴器、第2のグノレーフ。は、同時代に欧米各国で生

産された日本趣味の陶磁器、第3のグループ。は、個人によ

って収集されたアンティークなものも含む日本町慈器であ

る。第1・第2のグループに該当する商業的に各国で製造さ

れた陶諺描士、万博メイン会場であったシャン・ド・マルスで

展示・販売され丸また、個人収集家によるコレクションは、

トロカデロ会場内にある宮殿のノミッシ一翼で開催された東

洋美術展において展示された。

日本側はこの万博に官民双方で参加したが、シャン・ド・

マルス会場で、は民間の活躍が目立ったO 会場内では、商業

主義に乗じて大量生産の工芸品が数多く展示・即売され、

最も産業化が進んでいた陶磁器の状況には凄まじしもの

があった。展示は出品人である企業によって行われ、断慈

器では、含翠園、瓢池園、起立工商会社、香蘭社、江戸川

製陶所、九谷陣桧社、精磁会社、友玉固などの参加があ

ったO そして、日本小ら出品された院臓器には、 9つの金賞、

7つの銀賞、 16crnl積、 23の選外賞(mention honorableが
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授与された。金賞受賞作品の中には、七宝で装飾された磁

器、絵画的装飾を施した磁器、金欄手の薩摩焼、染付の大

花瓶、陶器でできた香合、園芸用の陶樹反などが含まれて

おり、実に様々な種類の日本陶磁器が好評を得ていたこと

が分かる。また、万博の陶磁器部門の報告書において、審

査委員を務めたアドリアン・ラミiブシェは、この万博には日

本から多くの出品者がいたこと、日本に数ある陶磁器生産

地の中でも有田が最も優れていること、さらに香蘭社や瓢

池園とし1う具体的な社名を挙げて、その出品物について簡

略にコメントをしてしも。そして日本の焼物台投に対する評

価では、日本人が調和のとれた創意工夫や色彩の用い方

についての天分に恵まれていること、意匠には常にいたず

らっぽさがあり、それでいて技量に富んでいること、装飾の

示す感情が自然に儲つってくる様を高く刊乱てしも。総じ

て彼は、常に楽しませてくれるものとして日本陶磁器を捉え

ていたのである220 1878年頃にもなると、特に樹高なブツレジ

ョワや知識人の間では、日本の上質な美術工芸品としうも

のが玉里解され始めていたこともあって、商業主義に毒され

てヨーロッパを意識しすぎ、た展示状況に落胆する者も存在

した。しかしこの万博は、日本の工芸品を 日常性の高しも

のとして演出することに成功し、その需要を飛躍的に高め

た。その是非はともカく、そのモードとしての波及効果は甚

大であった。

一方、フランス側から出品された陶診器では、装飾にお

いてことさらアジア的要素が取り入れられていた。既に1866

年に販売されて大きな話題を呼んだ、食器セット「セノげイ

ス・ノレソーJは、葛制ヒ斎の『北斎漫画』の区阿を採用したも

のであるが、この作品が1867年万博に引き続いて出品され

たことは、日本的装飾の根強し 1人気を窺わせる(図5)0 

図5 セルヴィス・ルソー

また、トロカデロ宮殿で開催された東洋美術展では、展

示室に充てられた3つの部屋で、中国、日本インドの美術

品が混合して展示された。第 1室は主として中国に当てら

れたが、ここには日本美術を収めた 7てのガラス・ケースも

設置された。その中には若井兼三郎の出品した陶器、フィリ

ップ・ビュルチィが出品した陶器が含まれていた。また第 2

室は、エミール・ギメの日本鄭?主コレクションで大部分が占

められた。その殆どが仏教美術の展示で、あったが、その中

には陶磁棋〉含まれていた。そして第 3室では、日本の古

勤前展羽鞘つれ、ジークフリート・ビングのコレクション、

若井兼三郎の手による日本政府出品の作品が陳列された23

これらの古美術展示の持つ意義は、集められた作品群が

商業主義に侵されておらず、過去の時代のものや粗野で

地味な品々を含んでいた点で、企業からの出品とは異なる

関心を呼んだことであろう O 特に人々の意表を衝し 1たのが、

起立工商会出世長・若井兼三郎の出品であり、ここではヨ

ーロツノミ女子みよりもむしろ日本の古典的伝統が重視されて

いた。粗野で古市り気のない器や、輝きを持たなし啄由薬がか

けられた地味な陶器、気まぐれに指で成形した茶碗、殆ど

原始的とも言える土器に近い品などが並べられた。濃い黒

から明るい白に至るまで豊富な種類の紬薬と、さらに紬薬

が焼成中に変化することで生み出される微妙な色調は、

人々の5齢、関心を引いたようである24 また、見事に分類し

て展示されたビングの収集品も注目され、彼の名を一躍有

名にした。

1878年パリ万博は、ジャポニスムに乗じた有利な商業マ

ーケットの開拓を目論む洋の東西の姿勢を顕にした点が特

徴である。また、日;材舗法器lこつしては、ある問主纏まった

ものになった個人コレクションが公開された点がこれまでの

万博にはない鞘敷である25 商業効果は日本陶磁器の需要

を増加させ、個人コレクションの展示物はその後のフランス

陶磁器に大きな影響を与えた。フィリップ・ビュルティが

r 1878年の万国博覧会をきっかtナとして、日本の陶器が熱

JLAこ論じられるようになったJ26と述べてしもように、まさにこ

の万博は、日本棚慈器が研矧オ料として注目される契機と

なったのである O

19世紀後半のフランスでは、 1878年万博で公開された

日本陶磁器コレクションの他にも、注目すべきコレクション

が荷主する O それらはし 1ずれも、ジャポニスム研究上重要

なものはありであるが、各々のコレクションの鞘鈎まどのよう

なものであろうか。以下では、形成の目的と役割に着目して

コレクションを 3つに分類し、その鞘教を見てし1きたい。

5. 日本趣味から出発した収集家

フランスではー側こ、 1867年パリ万博を期幾としてジャポ

ニスムが興隆を見せてしもが、この年以降の変化としては、

実際に日本を訪れて、自らの手で日本の品々を収集する
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人物が出現している点が注目できる27 それまでの外交官

や船員の持ち帰った文物を通しての日本瑚卒では、もはや

十分に満足できなくなったので、あろうが、そうした状況下で

フランスのジャポニストたちは日本向諺脚ココレクションに

着手し始める。早い時期から収集に着手していた代表的人

物としてはエドモン・ド・ゴンク吋kフィリップ・ビュルヂィ、

アンリ・チェルヌスキー、ジークフリート・ビング、シヤノνレ・

ノ¥ヴイランドの名が挙げられる。彼らは、各種の日本難問こ

関心を寄せる中で、陶磁器においても充実したコレクション

を形成したとしづ共通点を持つO

エドモン・ド・ゴンク吋レ(Edmond de Goncourt， 1822-

1896は、自らの著間百動と判子して、 18世紀フランス美術

と極東美術の収集に努めた文芸作家であるo 1870年に最

愛の弟ジュールが亡くなってからは、弟との思い出が詰ま

った家と収集品を心の支えとしながら、日本美術の収集に

巨額を費やした。彼は 1881年に、作家の自宅内の詳細な

描写と、西洋の家を日本難I-rで飾る方j却コ紹介とし 1う、これ
までのフランス文学にはない鞘教を備えた小説jJ'19世紀の

ある部隊の刻(La maison dun artiste au XIXe siècl~ 2 

巻本)を上梓した。この作品の登場は、フランス文学の中で

日本美術が本格的に批評されるきっかけとなった。また

1885年2月からは、自宅で文学サロン「屋根裏部屋Jを聞い

て割愛好家やジャーナリストなどの人々と都う中で、ジ

ャポニスムの宣伝役を担ったo 1867年ノミリ万博をきっかけ

に始まるゴンクール兄弟による日材旬隣住コレクションは、

遺品の売立カタログによると総計 197件におよんでしも28

これらの内のしてつかは自宅の部屋に飾られており、彼ら

の家を訪れた人々に日本美術への興味を掻き立てていた

に違いなし¥(図 6) 0 

図6 ゴンクール兄弟の家

ジャポニスムの名付け親でもあるフランスの美制討出平家、

フィリッメビュノレディ(Philippe Burty， 1830-189Qは、明治

政府から勲章を与えられる程に早い時期から日本美術の紹

介に努めた人物である O 産業部I-rに関しては、彼は1866年
の時点で既に『産業訓i初傑作』と題する書防を著し、 1870

年代に入って新たに流入する日本の応用美術に対しても

高い関心を示した29 ビュルティの日本陶磁器に対する関

心の萌芽は、 1876年 5月にエドモン・ド・ゴ、ンクー川こよっ

て見せられた薩摩焼である。これは、錆びた赤茶色の地に

花が描カれたもので、薩摩肱乃内でも「黒もんJと閉ます1る

素朴な硬質海脚コ類で、あったO ビュルヂィのコレクションに

ついては、彼の死後まもなく競売に付された売立カタログ

( 1891年)によって、その銘舵掴むことができる。それは、

肥前磁器、九谷焼、尾張焼、京焼、乾山焼、薩摩焼、備前

焼など多種で構成され、総計159点におよんでいる30 日本

陶磁器に関するビュルチィの研究報告は、 1884年 10月に

装飾部I-r中央連合で行われた「日本の陶端Jと題する 3
回連続の講演において披露された31 この中で彼は、アル

ベール・ジャックマ吋レ、胸11剥弘アーネスト・サトウらの

著(伝ジークフリート・ビングとアンリ・チェルヌスキーのコレ

クション等に依拠しながら、日本陶磁器の鞘教とその生産

状況に触れ、 H本の陶磁器が中国や朝鮮の影響の下に発

展し、陶器は茶人の趣味に合わせて、また磁器は江戸時代

に藩主の庇護の下に彼らの噌好に合わせて発展したことを

説明した。さらに彼は、日本陶磁器の研究がフランスの陶

工にとって実り多しものであることを付言してしも。日本美

術から教訓を受けることで新たなフランス工芸の発展を期

待したビュルティは、実際の製作者が観衆として多く集まっ

たこの講演で、胸中を吐露せずにはいられなかったので、あ

ろう O

アンリ・チェルヌスキー(He町iCernuschi 1821 -1896) ~丈

1850年4月にイタリアからフランスへ亡命し、その後銀行家

として活躍した人物である。彼は1871年 10月から 1872年

2月までの問、印象派の評論家テオドール・デュレ

(1heodore Duret， 1838 -192カと共に日本を訪れた際に、

主に東京で日本のブロンズや陶磁器を購入した。チェルヌ

スキーは当初、ブロンズを専門に収集する予定で、あったO

しカ七、今日では約5，000点を数える彼のアジア・コレクショ

ンは、その内の約 2，000点が陶慈器である32 この中に含ま

れる日本!報誌器の鞘教は、日本で輸出用に生産されたもの

ではなく、チェルヌスキーが来日した時代に日本で国内向

けに生産された陶磁器で構成されてし1ることである O 彼が

実際に日本で収集した日本陶磁器は、最初から産地別に

分類され、種類に富んだ見本が揃ってしも O 中には、三田
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青磁、備前妬器、イ皆楽園焼、三楽園焼としりた比較的纏ま

った数の見本を備えたシリ ーズも含まれる。このコレクション

は、 1873年 9月4日から翌年 1月末にカサて、シャンゼリ

ゼ通りの産業宮(現在のグラン・ノミレ)で開崖された東詳美

祢罷(Exposition orientaleに展示された(図方 O そこでは

パリの人々がそれまで目にしたことの少ない日本町端が

陳列されたが、共に展示されたブロンズほどには注目され

ることはなかった。彼のコレクションに見われる、素朴な日本

!締法器がフランス人に王朝終れるようになるには、 1878年ノミ

リ万博を待たねばならなかったのである 33

図7 チェルヌスキー・コレクション

ジークフリ→ ・ビング(Siegfried Bing 1838-190$ は 19

世紀後半のノミリで活躍した美術商である。ビングの日本陶

石瀦住コレクションにつしては、 1878年ノミリ万博の東洋美術

展で好評を博しているが、残念ながらこの当時の詳しい記

長調土残っていなしLしかし、 1906年 5月に競売にふされた

際の売立カタログによって、総計292点におよぶ彼のコレク

ションの鞘動筋ことができる。磁器では、 27点の平戸焼、

15点の薩摩焼、 7点の九谷焼、 5点の鍋島焼が収集された。

一方陶器では、日本の各産地から集まったノミラエティに富

んだ収集となってしもことに驚かされる。その中でも数多い

ものは、 35点の瀬戸焼、 34点の楽焼、 13点の唐法焼、 12

点の薩摩焼、 12点の尾張焼、 11点の備前焼、 6点の織部焼、

6点の高取焼、 5点の信楽焼、 5点の萩!尭であり、さらに 22

点の京焼、仁清および仁清風のものが 10点、乾山および

乾山風のものが 12点などその他にも多数収集されてしも34

ビングのこの充実したコレクションを可能にした背景には、

当時日本で活動していたドイツ系綜合商社のアーレンス商

会やヴインクラー商会とビングとの密接な開系が考えられる。

しかし、どのような形で美術品の輸送が行われていたかに

ついての詳細は未だ明らかにはなっていなし ¥0 今後の研

究が期待される O

シヤノνいノザ}ランド(Charles Haviland， 1839-192]) は

リモージュに本拠を置く陶諺器製畳会社ハヴイランド社の経

営者である。父ダヴィッド ・ハヴイランド(Oavid Haviland， 

1814-1879が1842年に興した事業の実権を 1865年頃から

掌握し始めたシヤルルは、当時幾分独倉Ij性に欠けていた

陶諺器デザインを憂慮し、車時庁なデザインを自ネ埠品に応

用しようと、 1873年、ノ旬 ・オートウイユに実験工房を説ナた。

日本から着想を得た作品が数多く制作されたこの工房は、

日本趣味に魅せられたフランスの陶芸家に彼らの創造力を

開花させる道を跡、た。また彼は、ノミリで田雇した美祢摘の

ビングや林忠正の顧客として日本美術を収集するジャポニ

ストでもあった。そんな彼の日本陶磁器コレクションは、

1923年に行われた競売の売立カタログによると、総計 314

点にのぼる35 その鞘教は、日本各地の陶磁器を収集して

いることと、茶器、人形や愚物を形どった置物、花井町よどノミ

ラエティーに富んだ構成になってし1ることである。このコレ

クションからは、ビングのそれと開謝こして日本陶磁器の多

様↑蛇瑚苧することができるが、先lこ鰍1たノ"v・オートウイ

ユ工房で活躍した陶芸家に、この中の陶磁器が何らかの影

響を与えていた可能性は十分考えられる O

6. 陶磁器研究から出発した収集家

ジャポニスム流行の影響も大きかったが、その同時期に

世界中の陶磁器を専門に収集する中で、日本陶磁器の充

実したコレクションを形成した収集家が荷主した。それJ土、

アル〈吋レ・ジャックマーノレ、ポ」プレ・ガスノー、アドリアン・

デ、ュブシェの3名である36 そして、この3名によるコレクショ

ンは、現在その全てがフランス・リモージュにある国立アドリ

アン・デュブpシェ博物館に収蔵されている O

アルベール・ジャックマール(Albert Jacquemart 1808-

187$は、後のH寺代の陶磁器研究が彼の著作『陶磁器の歴

史』で採用された分類法に依拠して行われたことからも分か

るように、陶磁器収集家としては最も早い時期から影響力を

持っていた人物である37 著作の中で彼は、ジャポニスム流

行下での日本陶磁器に関して、日本独自の魅力的な作品

の代わりに、欧米の噌好に合わせた不愉快な装飾を用い

た作品が輸出されてしも状況を嘆き、それを日本が欧米諸

国と接触したことによる致命的で避け難い結果であると、

1873年としづ早い時期に既に言及してしも 38 その他の点

でも、日本陶磁器の生産状況や、作品に関する櫛I-r面から
の説明、中国と日本の作品の違いなど、についても言及して

いる。中でも注目こ値するのは、肥前磁器を扱った商人の

屋号である「蔵春亭三保造Jの銘が入った作品についての

言及であるが、これは、彼の著作が上梓される 1873年以前
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に久富与次兵衛昌保が扱った作品がフランスで入手できた

ことの確証である O

ポ」プレ・ガスノー(Paul Gasnault)は、友人であり師でもあ

るアルベール・ジャックマールの見請勝る助言を受けながら、

!翻諺器の歴史的収集に努め、完全なコレクションを形成し

た。ガスノーのコレクションの鞘敷は、損傷や完成度の院

からあまり重要視されない作品見本をも含む、多岐にわた

る収集が実見されたことである。そのため、彼の陶諺緯コレ

クションは、ヨーロツノめものも含めて縦十 2，000点に及ぶ

大規模なものとなっており、その中には、質の高い肥前磁

器、薩摩焼、九谷焼やI石捗などの日本のものも含まれる39

1878年 12月、倉|殿されたlかりのパリ灘傍謝鵡で「秘書

官と文書館員と学芸員を兼務した彼は、同美やJtr館の委員
会に属していたアドリアン・デュブシェと知り合って以F奪三デ

ュブシェが1865年以降館長を務めていたリモージュの博物

館のために数多くの美術品を購入してしも40 ガスノィココ

レクションは1880年にこの↑耕支出官の所蔵となり、彼自身も同

博物館で 1881年から 学芸員を務めた。

アドリアン・デ三ブてンェ(Adrien Dubouchι 1818-188]) ~丈

19世紀のリモージュおよびフランスの陶端と最も劇、関

係を持つ人物と言っても過言ではない。フランスのリモージ

ュ国立博物館には彼の名前が元陸れているが、現在この博

物館は、フランスで、はセーヴルに次ぐ膨大な磁器の収集品

(現部恒万1，000点にのぼる)で知られている41 リ干ヅ

ュで臨海室業が始まるのは、 1768年にリモージュJli郊のサ

ン=ティリエ(Saint-Yriei虫で磁器初勝ヰであるカオリン(白

陶却が発見されてからである。以来この地には、アルトワ

伯爵の保護の下に当時の知事トウルゴによって磁器工場が

設立され、以後、ここでの磁器製造は世界に通用する産業

にまで発展した。ルイ王朝時代にはセーヴル王立磁器製

作所に合併されていたものの、フランス革命後にセーヴル

工場が閉鎖されると、リモージュの工場にも多くの優れた陶

工が集ったo 19世紀後半にはパリから有名な芸術家がやっ

て来て個↑封句な作品が生産されるようになり、この頃にリモ

ージュ磁器はその黄金H寺代を迎えた。アドリアン・デ、ユブ?シ

ェの最大の功績は，リモージュの県立↑専ヰ雛官に数多くの陶

磁器を割骨したことである。1866年に寄贈された彼自らの

収集品400点と，友人アルベール・ジャックマーノレの収集品

を彼が買い取って 1875年に寄贈した 587点、さらにポー

ノレ・ガスノーの収集品を彼が購入して 1880年に寄贈した

2，000点の作品は、リモージュ磁器黄金時代を躍進させる

原動力となった。また彼は、 1868年に倉|殿されたリモージュ

の美祢戸沖交の運営や、リモージュに存在した製造所どうし

の競争心の刺激を通して、よりよい芸制拍句製品を生み出す

土壌育成に尽力し、リモージュの陶磁産業が芸術産業とし

て確立されてして道を築いた。そして、 1878年ノザ万博では

陶磁器部門の審査員を務めるなど、彼の業績は国内外で

称賛されており、その功績は余りに甚大であった。

7. 日本陶磁器の特定の要素に執着した収集家

以上の代表町よコレクションの他にも、フランス人による特

異な日本陶諺砕レクションが荷主する。それは、画家ラフ

アエノいコラン(Rapha邑1Co加し 1850-1916によるホヲ400点

の茶道具コレクション(中国と轍紡ものも含む)と、正灯台家

ジョノレジュ・クレマンソー(Georges Clemenceau， 1841-

1929による 3，000点におよぶ香合コレクションである。現在

のところ育諸はフランス・リヨン剰融に、後者はカナダ・モ

ントリオーノレ剣淵こ各々まとめて所蔵されている。この 2

つのコレクションに共通する鞘敷は、収集する陶磁器に見

て取れる一貫性である O コランは茶人に愛された渋好みの

茶道具(菊風茶入、水指、水注、偏童、井却を収集しており、

本格的収集は美術商林忠正と出会った 1884年以降とされ

る42 クレマンソ寸士、 1890年から香合に限定して材各的に

収集を開始し、とくに江戸時対麦期のものを数多く収集した。

クレマンソーは毎日のように香合を手にとって眺め、方佑告¥

も必ず数個の香合を持ってして程の愛玩ぶりだ、ったようであ

る43 共に日本最展で、あったこの 2人の収集熱は、眺めたり

触，ったりしてイ告品と日々 削れ合うことによって、さらに高まっ

ていたのカもしれない。それはまさに、日本の茶人の心に

通じるものである O

おわりに

1867年を 1878年の 2つの万国博覧会において、日本陶

磁器はその多様性が披露された。また、明治政府の貿易振

興策の追い風を受けて、フランス国内には様々な種類の日

本剛諺器が流通した。真新ししものを求める美祢fj愛好家が

足繁く通った美術商の!古や、者イ多品を求めるブツレジョワた

ちが訪れる百貨屈で、日本陶磁器は関心をヲ|し1ていたの

で、あった。そしてこれらの環境は、日本!糊端の普及のみ

ならず、それに関するさらなる矢口調新与を促し、美付震持家、

文芸作家、実業家、金融家、商人、芸術家、政治家などの

多様な人々をして日本陶諺酔レクションを形成させた。

今回の考察では、そのコレクション形成にも、①日本趣味

から出発したタイプ、⑫1旬磁調知も出発したタイプ、③

日本!鞠諺器の特定の要素に彰L着したタイプ、以上の3つの

タイプがあることが市信芯できた。ここでをた々 は、コレクション

形成と一口に言っても、その目的が同じではなし1ことに気

づかされる。①のタイプは、収集家の個人的な日本趣蜘瓦
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ら始まってしもものの、各々の収集家の活動が彼らの生業

と結びつくことで、副次的に日本趣味や日本陶磁器をプロ

パガンダ、する役割を担ってしも点が注目できる O ②のタイ

プは、日本陶磁器を学術的研究対象として見てしも姿勢に

鞘蜘ミあり、これが公共コレクションの充実・教育施設の形

成へと有機的に転化されている点に大きな意味がある。③

のタイプは、東洋に対する西洋の支配的なまなざしによら

ず、異文化の特定要素を愛でる姿勢が貫かれている点が

注目でき、目新しい噌好の実践を通して、異文化の岨慣を

行ったことに意味がある O

これまで見てきたように、 19世紀後半の陶磁器収集をめぐ

る行為は、日 18世紀に流行した王侯貴族によるそれとは

大きく異なってしも。王侯貴族による収集活動は、異国趣

味が加味されたデイレッタンテイズムを利用して、富と権力

を誇示する要素が強かったO しかし、市民社会が発展した

19世紀後半の行為には、そうした要素にさらなるものが付

加されていると考えられる。深い異文化珪解への欲求、博

物館創設を通しての啓蒙的野心、自国産業や芸術の将来

を案ずる愛国心などがそれにあたる。よって、 19世紀後半

のフランスで、形成された日本陶磁緯コレクションは、国際化

が進展する社会情勢、社会教育活動の起動、資本主義社

会の発達、芸術の発展などの社会変化を写す鏡として見る

こともできる O
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lこれまでの主な研究報告は、以下の通り 。

岩盤説「明治 11年巴里万国専覧会と日和コ賀司JW械号11
県立博物館研究報告一一人文科学一一』第 12号、1985年、

92-124頁。

調三史r1867寺シミリ万国博覧会における「日本」一一日本出品
をめくやって一一jW戸定論叢』第3号、1993年、 1-1)真

樋田豊渉部「明治乃土芸を輸出したひをたちJWす~セル・ Dノザ

リコレクション:海を渡った日和芳話i-TlJlオリノミー・インビ→也
執筆/本田和美翻訳、京都、同朋舎出板、 1995年、 71-95真

東京国立↑朝布告部商明治デ、ザインの誕生ー-調査研究報告書

『温知図録』一一』国書刊行会、 1997年

2 17世紀末めも 18世紹刀めのヨーロツノマは、部屋中を粛有議

器で飾り立てる「磁器の問」が流行した。

3 1708年、ザクセン選帝侯でポーランド匡圧であるアウグスト 2世

の支援の下、ドイツの錬銘岡市ヨノレ・フリードリヒ ・ベドガー

( 1般 -1719によって、硬質磁器乃劉去が解明された。彼の

指導の下にマイセンに工房が設立され、 1710年に生産が開始

された。

4フランスにおいて磁器生産がオ司各化するまで、の銘緯にっし 1て

は、以下の通り 。

フランスで最初乃瞬縮施丈費鯨コンテ~v-1. アンリ・ド・

ブノけてンのお庭窯で、あった、ンャンティイ」窯にて 1725年に成

功した。1740年には、シャンティイ」窯で活躍していた陶工の

デiホヲ兄弟がヴァンセンヌ窯を開窯し、この窯はルイ 15世に

寵愛を受けたポンパドール夫人の庇護下で、発達した。ヴァン

センヌ工房は、夫人の提案により 1753年に王立磁器製作所と

なり、 1756年にはセーヴルに移転した。

カオリンの発見以前のフランスでは、粘土にガラスなどを;島合

させた軟質磁器が生産された。リモージュili5$でカオリンが発

見主れた 1768年以陶土、硬質滋器が空主主されるよう (dtり、国

内各地で材各的な磁器生産が始まった。セーヴルの製イ慨で、

は、 1769年に初めて市販用の硬質磁器が生産されてしもが、

1804年までは軟質磁器と硬質磁器の両方が製造された。
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5栗持願くりもと・じようん 1822-189カは 1852年から昨

聞度夷(~ä毎通の鴎官八移住し、そこで採集・病!完・除k・養

蚕の業に従事していた。その際に同地で布教活動をしていた

フランス人宣耕砂ノり・ド・カッシオンと親突を結び、彼lこ日

持苦を教える傍らフランスの事情を聴取した。カッシオンとの

隣諸上梓した『鉛鞘己聞』は、フランスの事情を日本で初め

て紹介したもので、その文化的価値は大きい。

(後藤耕官ゴンクールと日本鄭，，-r~北光書房、 1943 年、 40

頁。)

6瀬木慎一『日本美術の流出』隈々堂出版、 1985年、 16頁。

7成醐此(1837 -1884は、栗本棚震と同じく割和遺臣。彼

は明治政府に出仕せず、浅草の本願寺内に学舎を設けて子

弟の耕受に従事した。その闘系で、現如上人のお供をして欧

米各国を旅した。『航西日乗』はこの時の旅行記。

(後藤末雄、前掲書、 86頁。 )

8栗本鋤震と成醐H北の証言を勘案すると、 19世紀後半のパリ

におしては、陶館主よりも漆帯コ方が早くから嬬平を得てし 1た

ようである。

9東京国立文化財研究所f肩明治期万国博覧会美術品出品目
録』中央公論美術出版、 1997年を参照。

10久富与次兵衛国呆(ひさとみ・よじべえまさやす)はオランダと

の最後の取引が行われた 1757年以来衰退していた佐賀藩の

t剤掬輸出を再開して、当時窮乏していた藩に手|隅追求の道を

拓いた。後にそれは公の貿易として認められるようになり、

1842年(苅某 13年)同士 10代佐賀藩主鍋島直正より、「蔵春

亭」とし 1う屋号が久富与次兵箱昌保に下賜された。以後、彼が

自ら扱う商品には、「蔵春事三閑査(ぞうしゅんてし 1さんぼぞ

う)Jの銘が入るようになった。

11 森仁史、前掲論文、 19頁。

12 仲蝦轍「西肘耕初導入と輸出町議:JW万国車覧会と近何旬
芸の禁明』展カタログ、愛知県陶滋朗報官・京那国立近代期|す

館、 2000年、 139頁。

1 3ウィーン応用美綿乱、 1867わ旬万博で購入したものを亙楚

に日本の美術品の収集に着手している。

14サウス・ケンジントン↑朝嫌官が明治期に購入した日本美術品に

ついては、次の論文に詳しい。

(ノνミ」ート・フオ」クナ'-/アンナ・ジャクソン、「サウス・ケンジ
ントンに見あ明1部寺代ヴィクトリア・アンド・アノω→↑朝嬬
の日本美術品(1852'"'"'1912情 JWすセル Dノ引リコレク泊
ン:海を渡った日和コ剤~lJlオリノミー・インピ→埠/本田和

美翻訳、京都、同朋舎出版、 1995年、 153-195頁。

サウス・ケンジントン開始働もは、 1880年にフランクス編・著

『目玉村崎号(J伊加問 PO取引』が干IJi'Jされたが、ここには塩田
真(し材さ・まさし、江戸)I闘1年斤の倉戯者)が執筆した「日本

陶工史J(新予手・新古也有平)の英訳が峨議された斗この英訳

は、浅見官雅(当時内務省勧業寮十等出仕)が担当した。

1 5卵殻と呼ば治る磁指土、日本国内でも稀にしか荷主しないた

め、高貴な人々の住まいにおいてしか見あことのできなしもの

として紹介された。

(叶.Ducu同(r dacteur en chef ， L'Exposi6on uniV/θ'I"se11e dθ 

1867 J11ustIi岳， t. 1， publication intemationale autoris飴 parla 

cornmission irn肉iale，(復刻版発初本の苅士、 2側年、 p.

331.) 

16 George-Ashdown Audsley and ]ames-Lord BOWi民日曲cein 

Kθramic art of ]apan， London: Henry Sotheran， 1875. 

1 7内務省の殖産興業政策は、従耕もある国内産業の保護育成

に重点を置き、民間への勧業資金の貸付を活発に行った。こ

の政策は、大規艇と官営工場を設立して西洋から産業を移植

した工部省のそれとは対照的である。

18 明治前期において、政月初美術工芸政策を行っていた部局は、

内務省勤商局(1876年5月設おからカ歳省蒋務局(1879年 1

月設封ヘさらに農商箱、博防局副宥果(1881年4月設立、

1885弔完止)/'-と引き高齢3れた。以上 3つの部局の業務は、

主に勧業資金の貸付や博覧会・共進会の開催による美術工芸

の観僕で、あった。とりわけ内務省勧商局に設けられた「製品画

図掛」は、工芸品の図案を製作して製造業者にそれ左配布す

るとしち具備恰何斑旨導を行った。この「製品画区掛」は大

蔵省商務局、農商務省博物局芸術課へと移管された。

(村林世子rr日本画」をまとう工芸一一東市合付と明治前期
の応用美術政策 J W東京都工戸東京↑朝布告間存辞R告』第 2

号、 1997年、 45-74頁を参考。 )

19 W温知図録』については、以下の資料を参照。

東京国立↑朝布告部商明治デ、ザインの誕生ー-調査研究報告書

『温知図録~-~国書刊行会、 1997 年

樹葺慶子「明治蜘守による工芸図案の指導にっし 1て-----1J温

知図録』に見あ事品画図持防活動とその周辺JW東京国立博陶
館紀要』第 34号、 1998年、 5-172頁。

20 明治期に行われた断諒器における梯停車ヰ府こは、酸伽ノヤレ

トに代表される西洋劇物導入、鋼脱会付の導入、石膏型成

汗弁去の導入、循環式の連続窯や石炭窯としりた窯の改良、製

陶機械の導入などがあった。

2 1砂ト誠監は、販路拡張が望めそうな商品の見本を砂トへ送

って、現蹴もその報告を受けるとし 1うものである。明治瑚守

は、 1885年(明治18年)からこの海借越を行った陪隣匙

その対象になっていたが、残念ながらその院臓器に関するフ

ランスでの事例は数少ない。

(畑智子「明治期の工芸品をめくやる輸出振興政策について」

『加茂文化研究』第 5号、 1997年、 35-50頁を参考。)

22 Ministere de lagriculture et du cornmerce，品lfJpoItsur 1a 

ceramjquθV par Victor dθ Luynθ's/ Exposi6on um'V/θ'I"selle 
intθrna6onal，θdθ1878， Paris: Irnprirnerie nationale， 1882， pp. 

103-105. 

23トロカデロ宮殿内の日本の展示面積は 40平方メートルのみで

あり、この狽溢さは出品者側に言幹Ijが悪訪Lった。また、分類の

みならず単純な整頓〉ないままに展示品が錯綜して並べられ

た状況は、ヨーロッパ人を驚かせた。

(岩壁告lι 前閣紅£を参照司 Cf. Paul Gasnault，“ Exposition 
Universelle La Ceramique de lExtreme Orienf ， Gazettθdθs 

bθaux-arts， t. XVIII， 1878， pp. 890-911.) 

2 4 Philippe Burty，“ La Poterie au ]apon 1" ，Lθ]apon artis6que， t 

XVII (september 1889)， pp. 53-63. 

25 浮也絵が印象派の画家やその周辺の一部の人々によって珍

重されてし 1たにすぎ、なかったのに対し、工芸品は広く -骨妙ら

関心を集めていた。

26 Philippe Burty， art. cit.， p. 56. 
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27 1871年のアンリ・チェノ収スキーと巨陽柿た毛布議奈テオドール・

デ、ユレの来日、 1874年のパリの剣繭フィリップ・シシェル

( Phillipe Sichetの来日、 1876年のリヨンの実業家エミーノレ二エ

チ~タ・キメ(耐世e-Etienne Guimet 1836-191$と匝尿プエ

リックス・レが~( Felix 隠gamey， 1844-190カの来日と続く寸車

の来日ブームからは、フランス人の日本に対する関心がこの

頃に著しい高揚を見せていたことが分かる。

2 8 Michel Beurdeley，“ Les Goncourt et le 即onisme'，励ηondde

Goncourt chθ'z 1uj， Michel Beurdeley et Michele Maubeuge， 

叶essesUniversitaires de Nancy (Coll. << Archives Goncourli ， 

1991， pp. 11-20. 

2 9 Philippe Burty， Chθ合-d'auvTIθdθ'sArts Industae1s : c ramiqu~ 

Vθrrθ'rIθθt vitraux-maux-m taux orfevrθaθθt bJjoutθ'rj，θ 

tapjssθae， Paris : Paul Ducrocq ， 1866. 

30 Col1θction Ph. Burty: Objets d'arts jaPOfle立与θtclllnojs qw' sθ!J"Ont 

Vθ'ndus a Pans dans 1，θ's Ga1eaes Durand-Ruel Paris : Chamerot， 

1891. 

3 1 Philippe Burty， 1β Potθ'Iie et 1a Pomθl担1eau ]apon， trois 

con語rθ'ncθs，Paris : A. Quantin， 1884. (First published in R，θ叩 θ

dθs arts decorati合， t. V， 1884-1885， pp. 385-418.) 

32 チェルヌスキ」のアジア・コレクションの内、 2500点は日本や

中匡わブロンズ〉である。また陪臓器コレクションは、 1875年にメ

アシツァ(Meazza氏のコレクションが勤民されて、現在2，000点

近くに及んでいる。

33 チェルラ叉スキー・コレクションlこ.~\'ては、次の翻qを参考にし

た。

Michel Maucuer，“ Les Collections asiatiques dHe日i

Cernuschi" ， Cataloguθdθ 1 'Exposjtion Hθ'na Cθ'I"fluschj 

1821-1896 voyag，θur et co11，θctionnnθ町， Paris: Paris-Mu品目

(Musee Cernuschi)， 1998， pp. 31-44. 

34 Co11，θction S. Bjng: Objヲtsd'art et pθ，jnturlθ's du ]aponθtdθ1a 

Chjne， Paris :Galeries Durand-Ruel， 1906. 
35 Co11，θction Char1，θs Havi1and， C ramjquθdθ1a Clllne， C rarmquθ 
du ]apon dans 1'H te1 Drouot， Paris: Inp. Georges Petit， 1923 

36ポール・ガスノーは絵画収集家としても知られる。

37 Albert Jacquemart， Hjstoi同 dθhα'ramique， etudθd回captMθ
θ raisonn岳 dθspot朗自 dθ tousj，θs tθmps et dθ tous 1，θs 

peup1es， Paris: ubrarie Hachette et Compagnie， 1873.この著

作は、英国や米国、ドイツでも出版された。

38 Ibjd.， p. 87. 

3 9 Edouard Gar吋er，“Ceramique:la collection de M. Paul Gasnault 

au Musee des arts晶coratifs'， R，θ叩 θdθsarts caorati怯， t. 1， 

1880-1881， pp.66-70. and pp. 105-114. 

40ポーノレ・ガスノーの活動こう、ては『ラファエYレ・コラン』展力

タログ、福岡市美術館他、 1999年を参考にした。

41 1845年にオート=ビエンヌ県の条例に基づき、県下に荊主す

る古美術・古文書を保存する県立の開始官を設立するための

細哉が創設され、博物館設立が決定された。この県立博槻官

に陶芸部門が設置されるのは 1852年であり、それは師諺脚コ

発展を確信した当時め失時王ミニュレの提案によるものであった。

アドリアン・デiブ?シェは、自らの収集品や自身が買い取った

友人の収集品を多数博物館に寄贈した。この行為に敬意を表

するためリモージュ市は、この博槻官に彼の名を定することを

決めた。1881年アドリアン・デ三ブ、ンェの開麦、開嫌官の管理

が国に移管される。その後、 1初マ旨コレク、ンョンlこ相応しい建

物の建設が国によって求められ、 1900年に現在の建物が落成

した。

( Cf. Chantal Mes面下Pe凶er，Lθ Musee j¥fati加alAdo印

Dubouch e Lunog，θs， Paris: Mus es et Monuments de France， 

1992. ) 

42 Wラファエノレ・コラン』展カタログ、福司市剰融怯 1鈎年、

159-164頁を参照。

Cf. Christian Briend， Lθ's objets d九rt(Guide des Collections du 

Mus e des Beaux-Arts de Lyon) ， Lyon: Mus e des Beaux-Arts 

de Lyon， 1993， pp. 78-85. 

43蓑豊「カナダで新発見された香合JW別冊対刻 21号、平川土

1977年、 172-173頁。
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